
   

 

 

 

 

 

 

 

２学期がスタートし、９月も半ばとなりました。２学期は運動会や JRCの活動（海岸

清掃）などの行事があります。湊小学校の子どもたちがますます成長するように、職員

一同気持ちを揃え指導を行ってまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

「前期学校アンケート」結果ご報告いたします 
７月の「学校アンケート」にご協力いただき、ありがとうござ

いました。アンケート結果を以下にお知らせし、本校の取り組み

の成果や課題・改善策等について、今後の教育活動により確

実に生かせるようにしていきたいと思っています。 

 

（１）学校が楽しい 

 

質問「学校が楽しい」に対し、約９８％の児童が肯定的な回答（Ａ・Ｂ）でした。毎日

の授業や行事での取組が、子どもたちにとって学校が楽しいと思えるところにつな

がっていると感じます。 

【改善策】 

今後も「わかった！」「できた！」と実感できる授業を積み重ね、たてわり活動や学校

行事を充実させていきます。保護者の皆様にも学校だより等を通じて発信していく

ことで、お子様の学校での楽しい様子が伝わるようにしていきたいと考えています。 

 

（２）自ら学び続ける子 

 児 童 
Ｒ６ 

平均値 

Ｒ５ 

後期 

Ｒ６ 

 

Ｒ５ 

後期 
保護者 

考える力 

表現する力 

わたしは、自分の考えを伝える時に
根拠や理由を示し、分かりやすく表現
している 

3.３８ ３．４３ ３．１９ ３．１９ 

お子さんは、自分の考
えを伝える時に、根拠
や理由を示し、分かり
やすく表現するように
努めている 

授業がわかりやすい 授業はわかりやすい 3.５７ 3.５７ ３．３４ 3.３２ 
お子さんは授業がわか
りやすいと思っている 

「湊っ子学びのスタイル」や「Q ワード（どうして？、つまり？等）」を活用し、児童と教師が「学習のゴール（どんな

力を付けるか）」を共有しながら、学習に取り組むことが出来ています。意見交流の場で児童同士「わけは」「な

ぜかというと」等、根拠や理由を含めて説明する機会を設定することで力を付けてきているようです。 

【改善策】 

自分の思いや考えを話したり、書いたりすることに苦手意識をもつ児童もいます。発表の仕方や書き方等の見本

を提示したり、キーワードを問うたりすることで、伝え方を考える場を設け、さらに鍛えていきたいと考えます。 

 

 児 童 
Ｒ６ 

平均値 

Ｒ５ 

後期 

Ｒ６ 

 

Ｒ５ 

後期 
保護者 

 学校が楽しい 3.6６ 3.５４ 3.６０ 3.５３ 
お子さんは、学校で楽し
くすごしている 
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【平均値】   
Ａ あてはまる          ：4点             

Ｂ どちらかというとあてはまる  ：3点   

Ｃ どちらかというとあてはまらない：2点 

Ｄ あてはまらない        ：1点 



（３）思いやりのある子 

 児 童 
Ｒ６ 

平均値 

Ｒ５ 

後期 

Ｒ６ 

 

Ｒ５ 

後期 
保護者 

挨 拶 

【R6】わたしは、笑顔で、元気に、目を見

て、自分から挨拶している 

【R5】わたしは、いつでも・どこでも・だれ

とでも進んで挨拶している 

3.５５ 3.５５ ３．２０ 3.3０ 

【R６】お子さんは、学校や地域、家

庭で笑顔で、元気に、目を見て、自

分から挨拶をしている 

【R5】お子さんは、学校や地域、家

庭で進んで挨拶をしている 

規範意識 
わたしは、授業前に準備をし、チャイ
ムスタートできている 

3.5４ 3.４６    

思いやり 

【R６】わたしは、友だちに対して温かい言

葉や良いところを見つけて伝えている 

【R5】わたしは、友だちに対して思いやり

のある温かい言葉を伝えている 

3.５８ 3.５１ ３．３６ 3.２９ 

【R６】お子さんは、友だちに思いやり

のある温かい言動をとろうといている 

【R5】お子さんは、友だちに思いやり

のある温かい言葉を伝えている 

校内では、登下校の際、挨拶をする児童が増えてきました。また日頃の学級での活動や道徳、「いいところみつけ」

「やさしさバトン」等の活動を通して、思いやりのある行動が多く見られるようになっています。 

【改善策】 

引き続き、挨拶することが習慣化できるように、教師が率先して挨拶を行い、より元気のよいあいさつが響き渡る

学校を目指します。思いやりについては、相手を傷つける言葉づかいや態度をとってしまい、トラブルになることも

あります。どの様な言葉で相手が傷ついてしまうのか、どんな言葉を伝えればよかったのかを児童と共に考え、相

手の気持ちを考えた言動をとる事が出来る様指導を継続していきます。 

 

（４）たくましい子 

 児 童 
Ｒ６ 

平均値 

Ｒ５ 

後期 

Ｒ６ 

 

Ｒ５ 

後期 
保護者 

主体性 

協働力 

【R６】わたしは、進んでたてわり班の友達

と活動している 

【R5】わたしは、他の学年やいろいろな友達と

協力したり、よいところを見付けたりしている 

3.８３ 3.６１ ３．４４ ３．４２ 

【R６】お子さんは、たてわり活動を

通して、他の学年やいろいろな友達

と積極的に活動している 

【R5】お子さんは、他の学年やいろ

いろな友達と協力したり、よいところ

を見付けたりしている 

たてわり活動では高学年を中心に主体的に活動に関わる様子が見られました。毎日のたてわり掃除やスポチャ

レでは、異学年の友達と協力して取り組む姿も見られます。 

【改善策】 

湊小はペア学年やたてわり活動など異学年との関わりを大切にしています。たてわり活動の前には、学年ごとに

どのような言動を行うべきか等、学年として頑張りたいめあてを確認していきます。 
 

（５）いじめ等に対する対応 

 児 童 
Ｒ６ 

平均値 

Ｒ５ 

後期 

Ｒ６ 

 

Ｒ５ 

後期 
保護者 

いじめに対する 

対応 

いじめられたり無視されたりす
ることなく安心して過ごしてい
る 

3.７１ 3.６１ 3.５６ 3.５５ 

お子さんは、いじめられた

り無視されたりすることな

く安心して過ごしている 

多くの児童が安心して学校生活を送っているとみることができます。とはいえ少数ではありますが、保護者・児童

ともに「どちらかというとあてはまらない」「あてはまらない」と回答しているため、引き続き個別の対応と安心でき

る集団づくりを続けていく必要があります。 

【改善策】 

担任だけでなく、複数の教職員でたてわり活動や休み時間の様子などを見取り、情報を共有することで、いじめ

の未然防止・早期発見に努めます。また、児童同士のトラブルや気になる様子が見られた際は、教師からの声掛

けなどの働きかけを増やし、児童に安心感をもたせていくことで、子どもたちが安心して通える学校を目指します。 

 


